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1．問題と目的 
 平成 29 年 3 月に公示された小・中学校の新・学習指導要領では初めて「不登校
児童（生徒）への配慮」が記載され、個々の実態把握が強調された。以下は小学校
学習指導要領の抜粋である（文部科学省，2017；総則，第 4 児童の発達の支援，
2 特別な配慮を必要とする児童への指導，⑶不登校児童への配慮；下線は著者）。 
ア 不登校児童については、保護者や関係機関と連携を図り、心理や福祉の専
門家の助言又は援助を得ながら、社会的自立を目指す観点から、個々の児童
の実態に応じた情報の提供その他の必要な支援を行うものとする。  
イ 相当の期間小学校を欠席し引き続き欠席すると認められる児童を対象
として、文部科学大臣が認める特別の教育課程を編成する場合に
は、児童の実態に配慮した教育課程を編成するとともに、個別学習やグルー
プ別学習など指導方法や指導体制の工夫改善に努めるものとする。  
 不登校児童生徒の実態は個々に異なることは言うまでもないが、不登校の背景
に自閉スペクトラム症（以下，ASD）などの発達障害の特性が関連している事例が
少なくないことが、調査研究や文献研究により指摘されている（例えば，井上・窪
島，2008；加茂・東條，2009，2010）。その中でも加茂・東條（2010）は、近年
は ASD と不登校の関連性に関する研究が増えていることを指摘している。さらに
杉山（2005）は不登校に高機能広汎性発達障害の児童生徒が予想以上に多く、ま
た継続的なフォローアップを受けている 386 人の高機能広汎性発達障害児者のう
ち、18 歳以上の 54 名のうち 8 名はひきこもりの状態にあることを報告している。
近藤・小林（2008）は 16～35 歳までのひきこもり事例 97 人中 22 人（28．2％）
は知的障害や発達障害が関連し、多くは高機能広汎性発達障害が背景となってい
たことを報告している。これらの知見は、不登校児童生徒の支援に当たっては、
ASD 特性との関連の有無を見極めること、ASD 特性に応じた支援の必要性、並び
に、ひきこもり予防のためにも ASD特性を踏まえた支援の必要性を示唆している。  
最近では海外でも、ASD と不登校の関連性について注目され始めている。例え
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ば、オスロ大学病院（ノルウェー）の Munkhaugena, Gjevikb, Prippc,  
Sponheimbl, & Disethd（2017）は、登校拒否行動が定型発達児よりも ASD 児に
多く見られることを報告している。ノーサンプトン大学（英国）の Preece & Howley
（2018）は、不登校となった高不安を示す ASD 児 5 名に対する個々の特性に応じ
た一貫した教育の効果を評価し、全員が学校に復帰することができたことを報告
している。 
先に園山・趙（2020）は、我が国で発表された不登校を示した ASD 児童生徒に
焦点を当てた支援事例研究論文 18 編（21 事例）をレビューし、次のことを明らか
にしている。①最も多かった不登校のきっかけは対人関係のトラブル（５人）で
あった、②不登校発現の関連要因として対人関係困難、感覚過敏、学習困難などが
挙げられた、③支援の結果 13 人はほぼ毎日登校可能になった、④不登校が継続し
ていたのは５人であった。 
本論文では ASD 特性と不登校の関連性をさらに検討するために、園山・趙（2020）
のレビュー対象論文の選定の過程で、支援事例研究論文以外で除外された論文の
うち、ASD 特性と不登校の関連性を解説した論文を分析対象とする。それらの論
文をレビューすることで、各著者の臨床経験等に基づいて、ASD 特性と不登校の
関連性がどのように説明されているか、その根拠とされていることは何か、及び推
奨される支援方法について明らかにすることを目的とした。これらのことを明ら
かにすることは、不登校児童生徒の実態把握、及び実態に応じた対応・支援を考え
る一助になると考えられる。 
 
2．方法 
 以下に示す国内誌掲載和文論文の検索方法及びレビュー対象論文の選定手順は、
不登校 ASD 児の支援事例研究論文をレビューした園山・趙（2020）と同じである。
但し、本研究では園山・趙（2020）のレビュー対象論文選定の最終段階で支援事
例研究論文には該当せず、ASD 特性と不登校の関連性や一般的な支援方法を解説
した論文として除外された 14 編をレビュー対象論文とした。  
1）国内誌掲載和文論文の検索 
使用したデータベースは、CiNii Articles（国立情報学研究所）と J-STAGE（科
学技術振興機構）であった。検索に当たっては、わが国で「自閉スペクトラム症」
や「不登校」に関連して用いられたきた用語を検出できるよう、「自閉、ASD、ア
スペルガー、広汎性発達障害」と「不登校、登校拒否、学校恐怖症」の各キーワー
ドを組み合わせて、第 2 著者がタイトル検索した（最終検索日 2019 年 9 月 3 日）。 
2）レビュー対象論文の選定 
検索の結果、CiNii Articles では「自閉と不登校」で 30 編、「自閉と登校拒否」
で 2 編、「ASD と不登校」で 7 編、「アスペルガーと不登校」で 22 編、「広汎性発
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達障害と不登校」で 18 編が検出された。J-STAGE では「自閉と不登校」で 2 編、
「自閉と登校拒否」で 1 編、「ASD と不登校」で 2 編、「アスペルガーと不登校」
で 3 編、「広汎性発達障害と不登校」で 4 編が検出された。それ以外の検索語では
全て 0 編であった。 
検出された論文の内容を第 1 著者と第 2 著者が確認し、重複した 26 編、学会発
表記事 14 編、自閉症と不登校を直接扱っていなかった 5 編、及びゼミや長期研修
の報告書 2 編をまず除外した。最後に、残り 44 編について第 1 著者と第 2 著者が
内容を確認し、ASD 特性と不登校の関連性や推奨される支援方法が解説されてい
た 14 編をレビュー対象論文とした。なお、本研究において最終段階で除外した 30
編の内訳は、園山・趙（2020）の分析対象であった 18 編（支援事例に関する内容
で、かつ、支援の対象者と方法について十分な記述があるもの）、及び支援情報の
少ない事例提示 2 編、セラピー過程の分析 2 編、不登校を主訴とした ASD に関す
る外来統計を検討したもの 3 編、不登校を経験した ASD 当事者の手記 3 編、医療
機関と教育機関に対する質問紙調査 1 編、複数事例をもとにフィクション化した
もの 1 編であった。 
3）分析項目と分析方法 
分析項目として、「著者，発表年，職」「ASD 特性と不登校の関連性に関する記
述」「根拠」「推奨される支援方法」「その他」を設けた。各項目について、まず第
1 著者が論文の記載内容を確認し、該当箇所の抜粋または要約により原案を作成し
た。次いで、第 2 著者が原案と論文の記載内容を確認し、両著者で協議の上、表に
まとめた。なお「職」については、どのような立場で根拠となった資料が得られた
かを明らかにするために、各論文の筆頭著者の氏名と所属に基づき、他の資料
（Web 情報等）と照合して記載した。  
 
3．結果 
 レビュー対象論文について分析項目ごとに記載内容をまとめ、表 1 に示した。
（以下，#は表 1 の論文番号を示す。） 
1）発表年と著者の職 
 論文の発表年は 2004 年から 2016 年にかけであり、2014 年が 4 編と最も多かっ
た。根拠に関連する著者の職については医師が 10 人、相談・支援専門職が 3 人、
大学教員が 1 人であった。 
2）ASD 特性と不登校の関連性に関する記述  
不登校に関連する要因として、すべての論文で ASD の特性や基本症状が記載さ
れていた。例えば、対人関係の質的障害から級友とのトラブルや疎外されたり孤立
しがちであったり、集団適応が難しくなり、不登校につながりやすい（＃2、＃3、
＃4、＃6、＃8、＃9、＃12）。ASD 特性の中でも感覚過敏により学校が情報過多
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となり、ASD 児にとって過ごしにくい場となることが指摘されていた（＃2、＃8、
＃9、＃10、＃11、＃12、＃13）。ASD 児の独特な思考パターンも周囲から受け入
れられず、孤立やいじめにつながる可能性が指摘されていた（＃1、＃2、＃3、＃
5、＃6、＃11）。いじめられ経験が多いこと、及びその後の被害的思考やフラッシュ
バックが不登校につながりやすいことも指摘されている（＃2、＃3、＃7、＃8、
＃13、＃14）。社交不安、ADHD、発達性協調運動障害などの併存症や合併症があ
る場合には、学校でマイナス経験が増え、不登校につながりやすいことも指摘され
ている（＃8、＃10）。学習上のつまずきや学力不足の場合も、登校の動機づけが
低下しやすい（＃7、＃8、＃10）。 
ASD 児の要因だけでなく、担任や級友の理解不足や不適切な対応などの環境要
因も重要であることが指摘されている（＃1、＃9、＃12、＃14）。当事者の著作に
基づいて、ASD 児者が多数派である集団に適応しようとすることは、本来の自分
を抑え込んで多数派を演じることであり、しかし本来の自分でないことから適応
できず、自尊心の低下につながっていることが指摘されている（＃13）。 
3）根拠 
 根拠として示されたもののうち、不登校を経験した ASD 当事者２名の著作を主
な分析対象としたものが 1 編（＃13）あり、大学教員による学術論文であった。
それ以外の 13 編では、著者自身の診療経験や相談・支援経験に基づいて、以下の
ような根拠が示されていた。主に症例・事例のみを提示したもの６編（＃1、＃3、
＃5、＃6、＃9、＃14）、症例・事例に加えて診療統計を示したものが３編（＃4、
＃7、＃8）あった。その他、症例・事例に加えて多数の先行研究を提示したものが
１編（＃12）、相談支援経験と大規模縦断研究の結果概要を示したもの１編（＃10）、
著者の支援経験と後方視研究結果概要と主な先行研究を提示したもの１編（＃11）、
不登校でアスペルガー障害の患者 7 人に対する問診と心理検査の結果を提示した
もの 1 編（＃2）であった。 
4）推奨される支援方法 
 多くの論文で環境調整が基本的支援として推奨されていた。親や教師が ASD 特
性を理解する（＃1、＃2、＃3、＃6、＃9）、転校や特別支援学級の利用（＃3、＃
4、＃6、＃10、＃14）、保護的・支持的に関われる大人や生徒を育てサポーター的
存在として配置すること（＃3）が挙げられていた。また、ASD 児が安心して生活
できる学校環境の構築（＃1）や、感覚過敏に対して刺激を少なくしたり（＃2）、
問題行動の背景に感覚過敏がある可能性を理解する（＃8）ことも求められていた。
独特な思考パターンについては、否定するのではなく体験を通して適切な思考に
導く（＃2）、具体的な目標設定を通して本人に固有な思考パターンに合った社会
参加を図ることなどが推奨されていた。社会とのつながりを保ったり、本人が安心
して過ごせるように学校以外の居場所作りも重要とされていた（＃13、＃14）。 
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 ASD 児本人に対しては、自分の長所と短所を理解できるようにする（＃2）、SST
（＃8、＃9）、学校教育の中での社会性の育成（＃7）、感情や不安のコントールや
うまくいくコツを教える（＃10）、学習のつまずきへの対応（＃8、#10）、精神療
法的アプローチ（＃6）、嫌悪記憶のフラッシュバックへの対応（＃2、＃7、＃10）、
及び感覚過敏が強い場合の薬物療法（＃2、＃3、＃6）が挙げられていた。 
 その他、ひきこもりに対する家族支援を中核とした包括的プログラムとして、
CRAFT（＃11）が紹介されていた。 
 
4．考察 
 レビュー対象論文の発表年は 2004 年以降だったが、これは支援事例研究論文を
レビューした園山・趙（2020）で取り上げた最も古い論文の発表年が 2005 年で
あったこととほぼ同じであった。このことから、我が国で不登校と ASD 特性の関
連性に注目されるようになったのは 2000 年以降であったと言える。 
ASD と不登校の関連要因として、すべての論文で ASD の障害特性や基本症状
が記載されていた。このことは、ASD 児の不登校予防には、教師や親をはじめ関
係者が ASD 特性を十分に理解することが大前提であることを意味している。ASD
児の場合、級友とのトラブルやいじめなどが起きやすい背景として、対人関係困難
や独特の思考パターンがある可能性は高い。そのため、ASD 特性を理解した上で
の対応方法を、担任、特別支援教育コーディネーター、スクールカウンセラー、親
など関係者が学習できる機会を作ることが基盤的要素として重要であると言える。
特に、学校の中で特別支援教育の中心的役割を担う特別支援教育コーディネー
ターが ASD 児、担任、級友、親へ働きかけ、それぞれの ASD 特性に関する理解
を高め、適切な対応ができるようにすることが求められている。さらにそれらがで
きる特別支援教育コーディネーターの専門性確保が重要であると言える。 
ASD 児に見られやすい感覚過敏も、ASD 児にとって嫌悪的な刺激であっても周
囲の人にはそれほど嫌悪的でないことが多いために、周囲の人にはなかなか理解
されにくい。そのため、様々な刺激が存在する学校そのものが ASD 児にとって嫌
悪性が高い環境となっている可能性がある、という理解は不可欠である。  
 推奨される支援方法としては、関係者の ASD 特性の理解など多様な方法が推奨
されていた。それらの多くは ASD 特性から派生した困難に対応する支援であり、
少なくとも学校においてはこれらの支援方法が教員間で共有され、不登校の予防
と早期対応に活用できるような体制整備が必要である。 
 論文の筆頭著者 14 人中、医師が 10 人と最も多く、解説の根拠は著者の診療経
験や診療統計がほとんどであった。一方、自閉症に関するチェックリスト、詳細な
問診情報、及び知能検査を実施して不登校と ASD 特性の関連性を検討したものは
桐山（2006）のみであり、対象児も 7 人と少なかった。本論文で取り上げたよう
116
に、不登校と ASD 特性の関連性は多くの論文で指摘されているが、今後はより実
証的データに基づく検討が必要である。例えば Munkhaugena et al.,（2017）で
は、通常学級に在籍する 9 歳から 16 歳までの IQ71 以上の ASD 児 77 人と、ASD
児同じクラスに在籍する定型発達児で ASD 児の男女比と同じくした 138 人を対
象にし、連続した約 20 日の登校日の毎日の登校拒否行動について、教師と親によ
るチェックシートを用いたデータ収集が行われていた。チェックシートでは、「登
校した」「学校に行きたくないと言いつつ登校した」「朝、学校に行かないために何
らかの行動をした」「遅刻して登校した」「授業に出席したくないと懇願した」「い
くつかの授業に出席しなかった」「登校しなかった」の各項目についてチェックし、
「登校した」以外の項目にチェックが入った場合は、その理由が書き込まれた。 
最後に、ひきこもりについて言及した論文が 4 論文あったことに触れておきた
い。不登校は学校在籍中に起こることであり、卒業や中退後には不登校とは言えな
くなる。その代わり、不登校の期間に社会生活へのつながりがない場合には、その
ままひきこもり状態になる可能性が高い。そのため、不登校支援はひきこもり予防
としても重要であると言える。特に ASD 児の場合は不登校だけでなく、ひきこも
りとの関連性も指摘されている（例えば，近藤，2013；杉山，2005；山本・室橋，
2014）。近藤（2013）は、厚生労働省（2010）の定義「様々な要因の結果として社
会参加（義務教育を含む就学、非常勤職を含む就労、家庭外などでの交遊など）を
回避し、原則的には 6 カ月以上にわたって概ね家庭にとどまり続けている状態（他
者と交わらない形での外出をしていてもよい）を指す現象概念」を満たした 16 歳
から 35 歳までのケースのほとんどが DSM-Ⅳ-TR の診断カテゴリーに分類され、
1／3 は広汎性発達障害などの発達障害を主診断とするものであったことを報告し
ている。一方、内閣府（2016）の「若者の生活に関する調査報告書」の結果から、
満 15 歳から満 39 歳までの広義のひきこもり状態にある者 54.1 万人、及び狭
義のひきこもり状態にある者 17.6 万人と推計されている。そして、広義のひきこ
もりに該当する 49 人のひきこもりのきっかけは「不登校（小・中・高）」と「職場
になじめなかった」が各 9 人と最も多く、次いで、「就職活動がうまくいかなかっ
た」と「人間関係がうまくいかなかった」が各 8 人と、いずれも対人関係に関する
理由であった。これらのことから ASD 児者を含めひきこもり予防の観点からも、
とりわけ学校段階での不登校予防及び将来の社会生活を見据えた支援が重要であ
ると言える。 
 
引用文献 
*レビュー対象論文 
*相澤雅文（2004）高機能広汎性発達障害児（者）と「不登校」「ひきこもり」の臨
床的検討（特集 高機能自閉症とアスペルガー症候群）．障害者問題研究，32，
117
147‐158． 
井上善之・窪島務（2008）発達障害に背景をもつ学校不適応に関する研究―不登校
についての文献的検討―．滋賀大学教育学部紀要（教育科学），58，53‐61． 
*岩澤一美・杉林淳子（2016）自閉症スペクトラム（ASD）の不登校児者の居場所
―当事者の著作から探る―．共生科学（星槎大学），7，59‐67． 
加茂聡・東條吉邦（2009）発達障害の視点から見た不登校―実態調査を通して―．
茨城大学教育学部紀要（教育科学），58，201 – 220． 
加茂聡・東條吉邦（2010）発達障害と不登校の関連と支援に関する現状と展望．
茨城大学教育学部紀要（教育科学），59，137‐160． 
*金原洋治（2014）自閉症スペクトラムの子どもの不登校の現状と支援のあり方（特
集：不登校にどう対応していくか―その背景と支援のあり方）．アスペハート，
13(2)，20‐24． 
*桐山正成（2006）思春期において不登校を呈した７例のアスペルガー障害の臨床
的特徴．川崎医学会誌，32(3)，111‐125． 
厚生労働省（2010）ひきこもりの評価・支援に関するガイドライン．  
https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12000000-
Shakaiengokyoku-Shakai/0000147789.pdf （閲覧日 2020 年 1 月 20 日） 
*清田晃生（2009）アスペルガー症候群と不登校（アスペルガー症候群の子どもの
発達理解と発達援助）．別冊発達，30, 150-157． 
*清田晃生・齊藤万比古（2006）アスペルガー症候群（障害）と不登校、家庭内暴
力（特集：アスペルガー症候群を究める(1)）．現代のエスプリ，464，159‐
167． 
近藤直司（2013）ひきこもりと発達障害．児童青年精神医学とその近接領域，54，
253-259． 
*近藤直司・公家里依（2014）自閉症スペクトラム障害（特集：小児の不登校への
対応―原因からの視点）．小児科，55(12), 1813-1818． 
近藤直司・小林真理子（2008）ひきこもりと広汎性発達障害．臨床精神医学，37，
1565-1569． 
文部科学省（2017）小学校学習指導要領． 
http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/  
__icsFiles/afieldfile/2018/09/05/1384661_4_3_2.pdf 
（閲覧日 2020 年 1 月 20 日） 
Munkhaugena, E, K, Gjevikb, E., Prippc, A. H., Sponheimbl, E., & Disethd, T. 
H. （2017）School refusal behaviour: Are children and adolescents with 
autism spectrum disorder at a higher risk? Research in Autism Spectrum 
Disorders, 41-42, 31-38. 
118
内閣府（2016）若者の生活に関する調査報告書．
https://www8.cao.go.jp/youth/kenkyu/hikikomori/h27/pdf-index.html 
（閲覧日 2020 年 1 月 20 日） 
Preece, D. & Howley, M.（2018）An approach to supporting young people with 
autism spectrum disorder and high anxiety to re-engage with formal 
education – the impact on young people and their families．International 
Journal of Adolescence and Youth, 23, 468-481 
*関正樹（2016）自閉スペクトラム症と不登校（特集：学校と精神医療―病んでい
るのは子どもか？ 学校か？）．Psychiatry, 83，78-84． 
*関正樹・高岡健（2007）定型発達児の不登校と広汎性発達障害児の不登校の比較．
最新精神医学，12(5)，461‐465． 
*塩川宏郷（2007）不登校と軽度発達障害―アスペルガー障害を中心に．現代のエ
スプリ．474，205‐211． 
園山繁樹・趙成河（2020）我が国における不登校を示す自閉すペクトラム症児童
生徒の支援事例研究に関する文献的検討．島根県立大学松江キャンパス研究
紀要，59，39 - 48． 
杉山登志郎（2005）ひきこもりと高機能広汎性発達障害．こころの科学，123(9)，
36-43． 
*杉山登志郎（2010）いじめ・不登校と高機能広汎性発達障害（特別企画：いじめ・
不登校・学校）．こころの科学，151(5)，64‐69． 
*辻井正次（2014）不登校外来での ASD：外来対応・家庭での予防的対応（特集：
不登校にどう対応していくか―その背景と支援のあり方）．アスペハート，
13(2), 50-55． 
*山本彩（2014）自閉症スペクトラム特性をもつ不登校／社会的ひきこもりへの支
援：Community Reinforcement and Family Training (CRAFT) を用いて、
楽しいことも、自分らしい苦労も、両方取り戻そう！（特集：不登校にどう対
応していくか―その背景と支援のあり方）．アスペハート，13(2)，44‐48． 
山本彩・室橋春光（2014）自閉症スペクトラム障害特性が背景にある (または疑わ
れる) 社会的ひきこもりへの CRAFTを応用した介入プログラム―プログラム
の紹介と実施後 30 例の後方視的調査―．児童青年精神医学とその近接領域，
55，280-294． 
*横山富士男（2015）自閉スペクトラム症と学校環境・不登校．臨床精神医学，44(1)，
81‐85． 
119
 ＃
著
者
(
発
表
年
)
職
A
S
D
特
性
と
不
登
校
の
関
連
性
に
関
す
る
記
述
根
拠
推
奨
さ
れ
る
支
援
方
法
そ
の
他
1
相
澤
（
2
0
0
4
）
発
達
相
談
員
①
い
じ
め
を
受
け
や
す
い
（
「
想
像
力
の
欠
如
」
「
心
の
理
論
の
未
獲
得
」
に
よ
り
対
人
関
係
が
上
手
く
い
か
な
い
。
心
の
理
論
の
獲
得
後
は
、
い
じ
め
を
い
じ
め
と
認
知
し
、
不
登
校
と
な
る
。
「
感
覚
過
敏
」
に
よ
り
友
達
か
ら
の
身
体
接
触
も
嫌
が
り
、
い
じ
め
と
と
ら
え
て
し
ま
う
。
）
②
物
事
の
感
じ
方
や
理
解
の
仕
方
が
一
般
の
人
々
と
は
異
な
る
（
学
校
生
活
は
高
機
能
広
汎
性
発
達
障
害
児
を
混
乱
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
）
③
教
師
・
学
校
の
理
解
不
足
（
高
機
能
広
汎
性
発
達
障
害
児
に
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
え
ば
よ
い
の
か
を
知
る
教
師
は
少
な
い
。
）
④
進
路
指
導
上
の
問
題
（
義
務
教
育
か
ら
の
卒
業
時
に
進
学
先
が
決
ま
っ
て
い
な
い
場
合
、
ひ
き
こ
も
り
に
な
り
や
す
い
。
社
会
生
活
へ
と
移
行
す
る
場
合
も
、
周
囲
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
働
く
こ
と
が
難
し
く
、
離
職
の
可
能
性
が
高
く
な
る
。
）
【
事
例
】
①
2
1
歳
、
男
性
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
、
幼
稚
園
時
よ
り
不
登
校
気
味
、
現
在
は
ひ
き
こ
も
り
状
態
。
②
1
7
歳
、
女
性
、
高
機
能
自
閉
症
。
中
学
校
よ
り
不
登
校
傾
向
。
現
在
は
ひ
き
こ
も
り
状
態
。
③
2
2
歳
、
男
性
、
高
機
能
自
閉
症
。
中
学
校
よ
り
不
登
校
と
な
り
、
高
校
を
中
退
。
現
在
は
ひ
き
こ
も
り
状
態
（
散
歩
は
可
能
）
。
④
2
4
歳
、
男
性
、
非
定
型
自
閉
症
。
大
学
卒
業
後
、
就
労
が
決
ま
ら
な
い
状
態
。
①
適
応
指
導
教
室
の
延
長
・
充
実
（
不
登
校
を
早
期
発
見
し
、
早
期
対
応
す
る
。
発
達
障
害
の
専
門
機
関
と
の
連
携
。
義
務
教
育
後
も
継
続
し
た
支
援
。
）
②
不
登
校
担
当
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
連
携
（
不
登
校
担
当
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座
で
は
、
高
機
能
広
汎
性
発
達
障
害
の
特
性
に
関
す
る
研
修
内
容
を
盛
り
込
む
。
）
③
学
校
の
環
境
改
善
（
生
活
し
や
す
い
学
校
環
境
の
構
築
。
）
④
就
労
環
境
の
整
備
（
高
機
能
広
汎
性
発
達
障
害
児
の
社
会
生
活
適
応
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
必
要
。
通
常
教
育
の
中
に
、
高
機
能
広
汎
性
発
達
障
害
児
に
対
応
し
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
必
要
。
高
機
能
広
汎
性
発
達
障
害
者
に
特
化
し
た
小
規
模
通
所
施
設
等
の
整
備
が
必
要
。
）
①
広
汎
性
発
達
障
害
児
者
が
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
に
陥
ら
な
い
た
め
に
は
予
防
的
観
点
が
重
要
。
人
材
育
成
や
社
会
資
源
の
開
発
、
及
び
家
族
だ
け
が
抱
え
込
ま
な
い
支
援
体
制
の
整
備
が
必
要
。
2
桐
山
（
2
0
0
6
）
医
師
①
対
人
関
係
の
緊
張
（
親
が
子
ど
も
の
問
題
を
認
識
し
て
い
な
い
こ
と
、
及
び
前
思
春
期
に
生
じ
る
他
者
と
の
違
和
感
が
患
者
の
孤
立
感
を
強
め
、
対
人
関
係
で
の
緊
張
感
を
強
め
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
）
②
独
特
の
思
考
（
思
春
期
ま
で
に
形
成
さ
れ
や
す
く
、
学
年
が
上
が
り
対
人
関
係
が
複
雑
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
破
綻
を
来
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
）
③
い
じ
め
ら
れ
体
験
（
い
じ
め
ら
れ
た
記
憶
が
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
現
象
と
し
て
再
体
験
さ
れ
、
対
人
関
係
で
の
恐
怖
感
を
強
め
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
）
④
感
覚
過
敏
（
学
校
と
い
う
刺
激
に
満
ち
た
空
間
の
中
で
、
患
者
を
苦
し
め
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
）
【
問
診
（
不
登
校
の
契
機
，
そ
の
他
の
精
神
症
状
・
逸
脱
行
動
，
受
診
時
の
親
と
の
関
係
，
乳
幼
児
期
の
発
達
の
特
徴
，
他
者
と
の
違
和
感
，
思
考
，
友
人
・
異
性
関
係
，
い
じ
め
，
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
現
象
，
感
覚
過
敏
）
】
【
心
理
検
査
（
児
童
用
A
Q
日
本
語
版
，
A
S
S
Q
-
R
日
本
語
版
，
知
能
検
査
（
W
I
S
C
-
Ⅲ
）
】
対
象
：
大
学
附
属
病
院
心
療
科
の
外
来
新
患
8
3
4
名
中
、
1
5
歳
か
ら
1
7
歳
で
不
登
校
を
主
訴
と
し
た
2
3
名
中
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
障
害
と
診
断
さ
れ
た
1
0
名
中
、
問
診
と
心
理
検
査
が
終
了
し
た
7
名
。
①
親
の
障
害
理
解
、
及
び
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
障
害
の
説
明
で
、
自
身
の
長
所
と
短
所
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
自
身
と
他
者
の
違
い
を
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
。
②
独
特
の
思
考
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
体
験
を
通
し
て
よ
り
適
切
な
思
考
に
い
た
る
こ
と
が
大
切
。
③
周
囲
の
大
人
が
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
現
象
を
理
解
す
る
。
④
感
覚
過
敏
に
対
し
て
は
、
刺
激
を
少
な
く
す
る
環
境
調
整
、
及
び
必
要
に
応
じ
て
薬
物
療
法
を
検
討
す
る
。
【
問
診
・
心
理
検
査
の
主
な
結
果
】
①
全
例
に
不
登
校
の
明
確
な
誘
因
が
あ
っ
た
。
②
全
例
に
幼
児
期
の
社
会
性
の
障
害
と
想
像
力
の
障
害
が
認
め
ら
れ
た
。
③
全
例
に
１
歳
半
・
３
歳
児
検
診
で
問
題
の
指
摘
は
な
か
っ
た
。
④
全
例
に
他
者
と
の
違
和
感
が
認
め
ら
れ
た
。
⑤
６
例
に
独
特
の
思
考
が
認
め
ら
れ
た
。
⑥
全
例
に
い
じ
め
ら
れ
体
験
が
あ
っ
た
。
⑦
６
例
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
現
象
が
認
め
ら
れ
た
。
⑧
感
覚
過
敏
は
過
去
に
２
例
、
現
在
は
５
例
に
認
め
ら
れ
た
。
⑨
児
童
用
A
Q
：
６
例
が
2
0
点
以
上
の
高
得
点
（
自
閉
症
圏
）
。
➉
A
S
S
Q
-
R
：
６
例
が
1
9
点
以
下
の
低
得
点
（
問
題
の
な
い
群
）
。
⑪
W
I
S
C
-
Ⅲ
：
全
例
が
I
Q
8
0
以
上
。
3
清
田
齊
藤
（
2
0
0
6
）
医
師
①
思
春
期
に
お
け
る
仲
間
集
団
か
ら
の
排
除
・
孤
立
化
（
他
者
の
興
味
や
感
情
に
無
関
心
で
あ
っ
た
り
、
自
分
の
興
味
を
共
有
し
よ
う
と
い
う
社
会
性
に
欠
け
る
。
独
特
な
世
界
観
を
他
者
が
共
有
す
る
こ
と
が
困
難
。
）
②
被
害
体
験
の
蓄
積
に
よ
る
不
適
切
行
動
の
発
現
（
被
害
感
情
、
怒
り
、
無
力
感
な
ど
の
増
大
。
自
分
の
感
情
に
気
づ
き
そ
れ
を
適
切
に
表
現
す
る
こ
と
が
苦
手
で
、
助
け
を
求
め
る
こ
と
も
不
得
意
で
あ
る
た
め
、
不
適
切
な
対
応
に
な
っ
て
悪
循
環
に
陥
り
や
す
い
。
）
【
事
例
】
①
初
診
時
1
4
歳
、
男
子
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
。
小
６
で
突
然
不
登
校
と
な
る
。
中
学
校
は
自
宅
か
ら
離
れ
た
学
校
を
選
択
し
、
登
校
再
開
。
中
１
の
２
学
期
か
ら
母
親
へ
の
激
し
い
暴
力
が
あ
り
、
緊
急
入
院
。
退
院
後
、
登
校
再
開
す
る
も
、
被
害
感
情
か
ら
毎
日
の
よ
う
に
自
宅
で
不
満
を
訴
え
る
。
W
I
S
C
‐
Ⅲ
（
F
I
Q
1
0
4
，
V
I
Q
1
1
2
，
P
I
Q
9
3
，
下
位
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
ば
ら
つ
き
が
大
き
い
）
。
①
サ
ポ
ー
タ
ー
の
配
置
（
保
護
的
・
支
持
的
に
か
か
わ
っ
て
く
れ
る
生
徒
や
大
人
の
存
在
が
重
要
。
）
②
環
境
調
整
（
親
や
教
師
が
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
の
特
性
を
理
解
す
る
。
転
校
や
特
殊
学
級
の
利
用
も
視
野
に
入
れ
る
。
）
③
精
神
療
法
的
ア
プ
ロ
ー
チ
（
本
人
の
感
情
〔
怒
り
な
ど
〕
の
受
け
止
め
、
独
特
の
認
知
に
よ
る
不
適
切
な
言
動
の
修
正
を
図
る
。
必
要
に
応
じ
て
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
の
告
知
。
）
④
薬
物
療
法
（
感
情
が
あ
ま
り
に
も
不
安
定
な
場
合
は
、
薬
物
療
法
も
必
要
。
但
し
、
使
用
に
は
注
意
深
い
モ
リ
タ
ニ
ン
グ
が
不
可
欠
で
、
あ
く
ま
で
の
精
神
療
法
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
補
完
と
し
て
考
え
る
。
）
①
支
援
に
は
一
貫
性
と
継
続
性
が
重
要
で
あ
り
、
主
た
る
生
活
の
場
で
あ
る
家
庭
と
学
校
、
専
門
機
関
と
の
連
携
が
望
ま
れ
る
。
4
塩
川
（
2
0
0
7
）
医
師
①
社
会
的
交
流
の
質
的
な
障
害
あ
る
い
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
質
的
な
障
害
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
集
団
不
適
応
を
き
た
し
不
登
校
と
い
う
形
で
表
れ
や
す
い
。
【
診
療
統
計
】
①
大
学
附
属
病
院
小
児
科
心
理
が
依
頼
を
受
人
し
た
子
ど
も
1
,
0
6
9
人
中
、
不
登
校
を
主
訴
と
し
た
2
6
6
人
中
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
障
害
と
診
断
さ
れ
た
も
の
1
7
人
。
②
不
登
校
を
主
訴
と
し
て
外
来
受
診
し
、
最
終
的
に
「
不
登
校
」
と
し
て
経
過
関
さ
れ
た
2
1
0
人
（
7
8
.
9
%
）
中
、
２
割
近
く
に
基
礎
疾
患
（
ほ
と
ん
ど
は
い
わ
ゆ
る
軽
度
発
達
障
害
）
が
認
め
ら
れ
た
。
③
何
ら
か
の
発
達
障
害
診
断
さ
れ
た
2
6
3
人
（
2
4
.
6
%
）
中
、
相
談
の
経
過
で
不
登
校
を
取
り
扱
っ
た
の
は
3
2
人
（
1
2
.
2
%
）
。
④
お
お
よ
そ
、
「
不
登
校
」
を
訴
え
る
子
ど
も
の
６
％
に
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
障
害
と
診
断
さ
れ
、
そ
の
３
割
が
不
登
校
に
つ
い
て
何
ら
か
の
支
援
を
必
要
と
し
て
い
た
。
【
症
例
】
①
初
診
時
９
歳
、
男
児
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
障
害
。
小
３
時
に
担
任
か
ら
厳
し
い
対
応
を
受
け
た
こ
と
か
ら
不
登
校
に
な
る
。
特
殊
学
級
の
教
室
を
利
用
し
、
担
任
が
転
勤
し
た
４
年
時
に
再
登
校
。
②
初
診
時
1
0
歳
、
男
児
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
障
害
。
小
４
で
通
常
級
か
ら
特
殊
学
級
に
入
級
後
３
日
程
度
で
不
登
校
に
な
る
。
I
Q
1
3
0
超
。
特
殊
学
級
の
担
任
と
の
関
係
が
深
ま
り
、
再
登
校
。
③
初
診
時
1
4
歳
、
男
児
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
障
害
。
中
学
入
学
後
に
い
じ
め
を
き
っ
か
け
に
不
登
校
に
な
る
。
校
門
前
で
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
所
持
で
補
導
さ
れ
、
自
立
支
援
施
設
を
経
て
、
保
健
室
で
勉
強
。
①
相
性
の
悪
い
担
任
や
厳
し
す
ぎ
る
担
任
の
場
合
は
、
特
殊
学
級
な
ど
へ
の
「
配
置
換
え
」
も
検
討
す
る
。
②
子
ど
も
の
理
解
度
と
知
的
欲
求
に
応
え
る
形
で
の
個
別
指
導
が
大
切
。
①
不
登
校
の
き
っ
か
け
と
し
て
最
も
多
か
っ
た
の
は
「
担
任
と
相
性
が
悪
い
、
厳
し
す
ぎ
る
担
任
」
で
あ
っ
た
（
1
7
人
中
４
人
）
。
②
不
登
校
の
き
っ
か
け
や
再
登
校
に
至
る
ま
で
の
治
療
経
過
に
は
一
定
の
傾
向
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
多
彩
さ
が
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
障
害
不
登
校
の
特
徴
で
あ
る
と
い
う
印
象
。
③
1
7
人
中
９
人
は
再
登
校
が
可
能
に
な
り
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
障
害
不
登
校
の
予
後
は
さ
ほ
ど
悲
観
的
で
は
な
い
。
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 ＃
著
者
(
発
表
年
)
職
A
S
D
特
性
と
不
登
校
の
関
連
性
に
関
す
る
記
述
根
拠
推
奨
さ
れ
る
支
援
方
法
そ
の
他
5
関
高
岡
（
2
0
0
7
）
医
師
①
柔
軟
性
を
欠
く
思
考
パ
タ
ー
ン
（
学
校
は
死
後
が
な
い
ま
と
も
な
授
業
を
受
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
頭
髪
検
査
は
皆
に
平
等
に
履
行
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
自
ら
の
思
考
パ
タ
ー
ン
か
ら
外
れ
た
学
校
は
、
本
人
に
と
っ
て
学
校
足
り
え
ず
、
不
登
校
と
な
っ
た
。
）
　
「
柔
軟
性
を
欠
く
思
考
型
」
不
登
校
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
【
症
例
】
①
初
診
時
1
4
歳
、
女
子
、
定
型
発
達
。
中
２
の
３
学
期
か
ら
特
別
な
誘
因
な
く
、
不
登
校
に
な
る
。
中
３
の
７
月
に
転
校
し
た
が
不
登
校
。
中
３
後
半
は
高
校
卒
業
を
目
指
し
て
少
し
ず
つ
登
校
を
再
開
。
高
校
に
入
学
後
は
登
校
が
継
続
。
②
初
診
時
1
5
歳
、
男
子
、
広
汎
性
発
達
障
害
。
中
３
の
1
0
月
頃
よ
り
友
人
か
ら
か
ら
か
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
イ
ラ
イ
ラ
が
強
く
な
っ
た
。
1
0
年
程
前
の
兄
と
の
け
ん
か
な
ど
を
思
い
出
し
母
を
責
め
る
。
1
2
月
に
は
学
級
が
う
る
さ
い
こ
と
、
係
の
委
員
長
で
話
が
ま
と
ま
ら
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
「
宿
題
も
授
業
も
放
棄
し
て
」
学
校
を
休
ん
だ
。
友
人
に
誘
わ
れ
る
と
登
校
し
た
が
、
授
業
に
は
出
席
せ
ず
。
高
校
に
入
学
後
は
２
カ
月
登
校
後
に
不
登
校
（
学
校
の
規
則
へ
の
嫌
悪
感
）
。
高
１
の
1
2
月
か
ら
休
学
し
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
、
イ
ラ
イ
ラ
は
減
り
、
職
場
で
は
ま
じ
め
に
働
い
て
い
る
が
、
友
人
関
係
は
な
い
。
①
「
柔
軟
性
を
欠
く
思
考
型
」
不
登
校
で
は
、
具
体
的
な
目
標
の
設
定
を
通
し
て
、
本
人
に
固
有
の
思
考
パ
タ
ー
ン
に
合
っ
た
形
で
の
社
会
参
加
を
、
と
も
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。
―
6
清
田
（
2
0
0
9
）
医
師
①
不
登
校
の
主
要
因
が
興
味
の
限
局
や
こ
だ
わ
り
、
衝
動
性
制
御
の
問
題
な
ど
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
の
主
症
状
あ
る
い
は
一
次
性
併
存
障
害
に
関
連
す
る
一
群
と
、
対
人
関
係
や
学
業
な
ど
社
会
昨
日
で
の
つ
ま
ず
き
を
契
機
に
不
登
校
に
至
る
一
群
に
分
か
れ
る
。
主
と
し
て
前
者
は
小
学
校
時
代
、
後
者
は
思
春
期
以
降
に
生
じ
る
。
②
ギ
ャ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
（
前
思
春
期
）
や
チ
ャ
ム
・
グ
ル
ー
プ
（
思
春
期
前
期
）
の
仲
間
集
団
の
中
で
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
の
子
ど
も
た
ち
は
、
他
者
の
興
味
や
感
情
に
無
関
心
だ
っ
た
り
、
自
分
の
興
味
を
他
者
と
共
有
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
欠
け
る
特
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
同
時
に
独
特
な
世
界
観
は
他
者
か
ら
共
有
さ
れ
に
く
い
場
合
が
少
な
く
な
く
、
グ
ル
ー
プ
か
ら
排
除
さ
れ
孤
立
化
す
る
危
険
性
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
経
験
を
通
じ
て
、
被
害
感
情
や
怒
り
、
無
力
感
な
ど
が
増
大
し
て
い
く
。
【
事
例
】
①
初
診
時
1
0
歳
、
男
子
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
。
小
学
校
高
学
年
で
同
級
生
か
ら
言
動
を
注
意
さ
れ
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と
が
増
え
、
週
の
半
分
を
休
む
よ
う
に
な
っ
た
。
環
境
調
整
（
同
級
生
の
中
に
理
解
者
を
見
つ
け
、
仲
介
者
に
な
っ
て
も
ら
う
。
両
親
や
担
任
の
言
葉
か
け
の
工
夫
）
と
感
情
調
整
薬
の
使
用
で
改
善
。
②
初
診
時
1
3
歳
、
男
子
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
。
小
学
校
高
学
年
に
な
っ
て
ゲ
ー
ム
に
没
頭
し
、
学
校
へ
の
関
心
が
低
下
。
注
意
す
る
母
親
に
暴
力
を
振
る
い
、
小
６
よ
り
不
登
校
。
中
学
校
で
は
適
応
指
導
教
室
で
徐
々
に
遊
べ
る
よ
う
に
な
り
、
遊
び
の
中
で
ル
ー
ル
や
役
割
を
学
習
し
、
自
ら
サ
ポ
ー
ト
校
を
見
学
し
、
進
学
を
決
め
た
。
③
初
診
時
1
4
歳
、
女
子
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
。
中
学
入
学
後
、
一
方
的
な
会
話
な
ど
で
同
級
生
か
ら
奇
異
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
被
害
的
発
言
が
増
え
、
他
生
徒
の
言
動
を
気
に
し
て
欠
席
が
増
え
た
。
両
親
の
同
意
を
得
て
、
疾
患
の
特
徴
を
説
明
し
、
他
生
徒
の
接
し
方
に
つ
い
て
助
言
し
て
も
ら
っ
た
。
本
児
と
は
学
校
で
の
過
ご
し
方
を
具
体
的
に
話
し
合
っ
た
。
中
学
卒
業
後
に
本
児
に
病
名
と
長
所
や
課
題
を
説
明
し
た
。
高
校
入
学
後
も
学
校
の
協
力
を
得
て
、
社
会
的
に
許
容
さ
れ
る
行
動
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
継
続
。
①
総
合
的
理
解
（
背
景
疾
患
の
評
価
、
発
達
障
害
の
評
価
、
子
ど
も
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
構
造
や
対
処
行
動
の
評
価
、
経
時
的
変
化
の
評
価
、
環
境
要
因
の
評
価
。
）
②
環
境
調
整
（
親
や
教
師
が
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
の
特
性
を
理
解
す
る
。
時
に
は
転
校
や
特
殊
学
級
の
利
用
も
考
慮
。
途
切
れ
の
な
い
支
援
が
必
要
。
）
③
サ
ポ
ー
タ
ー
の
配
置
（
保
護
的
・
支
持
的
に
か
か
わ
っ
て
く
れ
る
生
徒
や
大
人
の
存
在
が
、
仲
介
者
と
し
て
重
要
。
）
④
精
神
療
法
的
ア
プ
ロ
ー
チ
（
本
人
の
被
害
感
情
や
怒
り
を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
。
そ
の
上
で
、
独
特
の
認
知
に
よ
る
不
適
切
な
言
動
の
修
正
を
徐
々
に
図
る
。
必
要
に
応
じ
て
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
の
告
知
。
）
⑤
薬
物
療
法
（
感
情
が
あ
ま
り
に
も
不
安
定
な
場
合
は
、
薬
物
療
法
も
補
助
的
役
割
と
し
て
必
要
。
但
し
、
使
用
に
は
十
分
な
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
と
、
注
意
深
い
モ
リ
タ
ニ
ン
グ
が
不
可
欠
。
）
①
一
貫
性
の
あ
る
支
援
が
重
要
（
家
庭
、
学
校
、
専
門
機
関
の
連
携
が
必
要
。
）
②
時
に
は
学
校
に
戻
る
こ
と
だ
け
が
目
標
と
は
な
ら
な
い
場
合
も
あ
る
（
自
我
同
一
性
を
獲
得
し
、
自
分
の
人
生
を
自
分
ら
し
く
、
支
障
な
く
過
ご
す
た
め
に
、
今
、
何
を
援
助
す
べ
き
か
、
と
い
う
姿
勢
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
）
7
杉
山
（
2
0
1
0
）
医
師
大
き
く
分
け
る
と
、
多
い
順
に
以
下
の
よ
う
に
な
る
（
こ
の
三
者
は
い
ず
れ
も
重
な
り
合
う
こ
と
が
多
く
、
特
に
①
と
③
、
②
と
③
は
し
ば
し
ば
同
時
に
み
ら
れ
る
。
①
と
③
が
絡
ん
だ
症
例
の
場
合
、
他
の
臨
床
群
で
は
決
し
て
起
き
え
な
い
独
特
の
不
登
校
の
形
を
取
る
こ
と
が
あ
る
。
）
①
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
患
児
の
学
力
に
合
わ
な
く
な
っ
て
い
て
、
学
校
生
活
の
忌
避
に
つ
な
が
っ
た
も
の
。
②
い
じ
め
を
は
じ
め
と
す
る
迫
害
体
験
が
絡
ん
だ
も
の
。
③
嫌
な
こ
と
は
や
ら
な
い
と
い
う
パ
タ
ー
ン
で
学
校
へ
の
参
加
を
拒
否
す
る
も
の
。
【
診
療
経
験
】
①
高
機
能
広
汎
性
発
達
障
害
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
症
例
5
5
0
名
中
、
不
登
校
は
6
8
名
（
1
2
.
4
％
）
。
【
症
例
】
①
初
診
時
1
6
歳
、
男
児
、
高
機
能
自
閉
症
。
小
３
で
不
登
校
に
な
る
。
小
５
で
特
殊
学
級
へ
転
級
し
た
が
、
学
校
で
は
孤
立
し
、
登
校
し
た
り
し
な
か
っ
た
り
。
中
学
校
は
特
殊
学
級
に
在
籍
し
た
が
、
３
年
間
ほ
と
ん
ど
登
校
で
き
な
か
っ
た
。
養
護
学
校
高
等
部
で
は
行
っ
た
り
行
か
な
か
っ
た
り
（
「
小
学
校
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
の
で
、
自
分
は
ダ
メ
に
な
っ
た
。
小
学
校
を
や
り
直
す
。
」
）
。
高
等
部
卒
業
後
は
精
神
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
デ
イ
ケ
ア
に
通
う
。
②
初
診
時
1
2
歳
、
男
児
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
障
害
。
小
５
で
診
断
を
受
け
、
そ
の
頃
か
ら
継
続
的
な
不
登
校
。
小
６
で
低
学
年
頃
の
学
校
で
の
い
じ
め
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
が
頻
発
。
小
６
の
1
2
月
に
は
入
浴
や
着
替
え
、
ト
イ
レ
で
の
排
泄
な
ど
が
出
来
な
く
な
り
、
全
面
的
な
介
助
を
要
し
、
卒
業
直
前
に
心
療
科
病
棟
入
院
。
中
１
に
な
り
隣
接
の
病
弱
養
護
学
校
中
学
部
に
通
学
。
１
学
期
末
に
退
院
し
、
地
元
の
学
校
の
特
別
支
援
学
級
に
通
学
。
①
学
校
教
育
の
中
で
の
社
会
性
の
育
成
（
広
汎
性
発
達
障
害
の
中
核
の
問
題
は
生
来
の
社
会
性
の
障
害
で
あ
り
、
社
会
性
を
積
み
上
げ
る
場
と
し
て
学
校
教
育
の
場
が
重
要
。
成
人
し
た
と
き
に
大
切
な
も
の
は
、
学
力
よ
り
も
社
会
性
。
）
【
著
者
ら
の
1
9
9
8
年
の
高
機
能
広
汎
性
発
達
障
害
に
お
け
る
い
じ
め
の
調
査
】
①
全
体
の
約
８
割
が
い
じ
め
を
受
け
て
い
た
。
②
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
そ
の
当
時
は
ケ
ロ
ッ
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
も
、
何
年
か
後
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
現
象
に
よ
り
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
が
起
き
、
社
会
的
適
応
や
対
人
関
係
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
る
。
表
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＃
著
者
(
発
表
年
)
職
A
S
D
特
性
と
不
登
校
の
関
連
性
に
関
す
る
記
述
根
拠
推
奨
さ
れ
る
支
援
方
法
そ
の
他
8
金
原
（
2
0
1
4
）
医
師
A
S
D
の
特
性
が
あ
る
子
ど
も
が
不
登
校
に
な
り
や
す
い
要
因
は
以
下
の
と
お
り
。
複
数
の
要
因
が
重
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
①
A
S
D
の
中
核
症
状
（
状
況
が
読
み
に
く
い
こ
と
や
率
直
な
言
動
等
に
よ
り
、
対
人
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
が
生
じ
不
登
校
が
起
き
や
す
い
。
②
不
安
の
強
さ
（
幼
児
期
か
ら
不
安
が
強
い
子
ど
も
が
多
く
、
社
交
不
安
症
や
全
般
性
不
安
症
を
併
存
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。
）
③
感
覚
調
整
障
害
（
A
S
D
の
特
性
の
あ
る
子
ど
も
の
8
0
～
9
0
％
に
感
覚
調
整
障
害
が
併
存
し
、
感
覚
過
敏
が
強
い
例
に
不
登
校
が
起
こ
り
や
す
い
。
）
④
学
習
の
つ
ま
ず
き
（
A
S
D
の
子
ど
も
の
5
0
％
に
L
D
な
ど
学
習
の
問
題
が
併
存
し
、
学
習
へ
の
気
力
感
か
ら
不
登
校
に
な
り
や
す
い
。
）
⑤
多
動
性
・
衝
動
性
の
強
さ
に
よ
る
行
動
上
の
問
題
（
A
S
D
の
子
ど
も
の
5
0
～
6
0
％
に
A
D
H
D
が
合
併
し
、
そ
れ
に
よ
り
教
師
か
ら
の
叱
責
や
級
友
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
、
不
登
校
に
な
り
や
す
い
。
）
⑥
発
達
性
強
調
運
動
障
害
に
よ
る
自
信
喪
失
（
体
育
や
巧
緻
動
作
を
伴
う
学
習
が
苦
手
で
、
劣
等
感
が
強
く
な
り
、
自
信
を
喪
失
し
て
不
登
校
に
な
り
や
す
い
。
）
⑦
睡
眠
障
害
・
体
温
調
節
障
害
に
よ
る
体
調
不
良
（
体
温
調
整
な
ど
の
自
律
神
経
系
の
調
整
が
う
ま
く
い
か
な
い
子
ど
も
や
、
睡
眠
障
害
が
あ
る
も
の
が
多
く
、
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
不
登
校
に
な
り
や
す
い
。
）
⑧
い
じ
め
（
最
も
重
要
で
予
後
に
影
響
を
与
え
る
。
A
S
D
特
性
に
よ
る
特
異
な
言
動
等
が
か
ら
か
い
に
つ
な
が
り
、
孤
立
し
居
場
所
を
な
く
す
こ
と
か
ら
不
登
校
に
な
り
や
す
い
。
）
【
診
療
経
験
】
①
不
登
校
相
談
例
の
う
ち
A
S
D
が
背
景
に
あ
る
も
の
は
3
0
～
4
0
％
。
【
事
例
】
①
小
学
校
１
年
、
女
児
、
A
S
D
。
小
学
校
入
学
直
後
か
ら
登
校
を
し
ぶ
り
、
５
月
の
連
休
明
け
か
ら
完
全
不
登
校
。
放
課
後
等
デ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
支
援
員
と
一
緒
に
プ
リ
ン
ト
を
学
校
に
届
け
る
な
ど
学
校
に
い
る
時
間
を
徐
々
に
増
や
し
た
。
２
学
期
か
ら
自
閉
症
・
情
緒
障
害
特
別
支
援
学
級
に
移
籍
し
、
週
４
回
登
校
可
。
小
２
よ
り
毎
日
通
常
学
級
に
登
校
。
②
中
学
校
１
年
、
女
児
、
中
学
生
に
な
っ
て
A
S
D
の
診
断
。
中
学
校
入
学
後
、
あ
だ
な
で
呼
ば
れ
る
こ
と
を
理
由
に
不
登
校
に
な
る
。
適
応
指
導
教
室
を
利
用
し
、
卒
業
後
は
通
信
制
の
高
校
を
希
望
。
）
③
小
学
校
５
年
、
男
児
、
小
５
で
A
S
D
の
診
断
。
保
育
所
入
所
後
よ
り
登
園
し
ぶ
り
。
小
学
校
入
学
後
も
毎
年
登
校
し
ぶ
り
。
感
覚
過
敏
や
社
交
不
安
が
強
い
。
１
～
２
学
年
程
度
の
学
習
の
遅
れ
。
自
閉
症
・
情
緒
障
害
特
別
支
援
学
級
に
転
籍
後
、
毎
日
登
校
。
中
学
校
は
自
閉
症
・
情
緒
障
害
支
援
学
級
、
高
校
は
特
別
支
援
学
校
（
病
弱
）
高
等
部
を
休
む
こ
と
な
く
卒
業
。
障
害
者
雇
用
枠
で
一
般
企
業
に
就
労
。
【
予
防
的
早
期
介
入
と
支
援
】
①
A
S
D
の
中
核
症
状
（
入
学
や
進
級
に
よ
る
環
境
の
変
化
に
戸
惑
い
不
登
校
に
な
り
や
す
い
た
め
、
学
校
と
の
連
携
が
必
要
。
管
理
職
の
参
加
も
。
）
②
不
安
が
強
い
子
ど
も
（
不
安
な
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、
安
心
し
て
通
え
る
環
境
調
整
と
認
知
行
動
療
法
的
な
具
体
的
な
か
か
わ
り
方
が
必
要
。
）
③
感
覚
調
整
障
害
（
子
ど
も
の
問
題
行
動
が
感
覚
の
問
題
の
防
衛
反
応
だ
と
い
う
認
識
を
周
囲
の
大
人
が
持
つ
こ
と
が
重
要
。
）
④
学
習
の
つ
ま
ず
き
（
学
習
の
つ
ま
ず
き
を
把
握
し
、
学
習
支
援
を
す
る
。
学
習
の
つ
ま
ず
き
が
大
き
い
場
合
は
、
通
級
指
導
教
室
、
特
別
支
援
学
級
の
利
用
。
）
⑤
多
動
性
・
衝
動
性
（
環
境
調
整
や
教
師
の
か
か
わ
り
方
の
指
導
、
S
S
T
の
実
施
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
A
D
H
D
治
療
薬
の
情
報
提
供
や
服
薬
。
）
⑥
発
達
性
強
調
運
動
障
害
（
作
業
療
法
。
発
達
障
害
の
子
ど
も
に
理
解
の
あ
る
体
操
教
室
や
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
利
用
。
）
⑦
睡
眠
障
害
や
体
温
調
整
（
身
体
の
不
調
を
口
に
出
し
て
言
え
な
い
こ
と
が
多
く
、
家
族
や
担
任
に
よ
る
理
解
と
早
期
対
応
が
必
要
。
）
⑧
い
じ
め
（
い
じ
め
が
疑
わ
れ
た
場
合
は
、
「
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
に
基
づ
い
た
対
応
」
を
校
長
に
要
請
。
別
室
登
校
、
転
校
な
ど
の
選
択
も
。
）
①
不
登
校
の
子
ど
も
の
面
接
で
感
じ
る
の
は
、
彼
ら
の
不
安
の
強
さ
、
自
身
の
な
さ
、
深
い
傷
つ
き
で
あ
る
。
関
係
者
が
連
携
し
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
環
境
を
整
え
、
傷
つ
き
を
防
ぎ
、
不
安
を
軽
減
し
自
信
を
取
り
戻
す
よ
う
に
支
援
を
行
う
こ
と
が
大
切
。
9
近
藤
公
家
（
2
0
1
4
）
医
師
①
A
S
D
の
特
性
（
集
団
行
動
や
協
調
性
が
重
視
さ
れ
る
学
校
は
、
A
S
D
児
に
と
っ
て
「
生
き
に
く
い
場
」
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
）
②
本
人
の
A
S
D
特
性
と
環
境
側
と
の
相
互
関
係
。
③
聴
覚
過
敏
、
興
味
・
関
心
の
限
局
、
対
人
関
係
上
の
過
敏
さ
（
小
学
校
低
学
年
か
ら
の
不
登
校
に
多
い
。
）
④
集
団
に
対
す
る
無
関
心
や
学
業
全
般
へ
の
動
機
づ
け
の
低
下
（
前
思
春
期
以
降
の
不
登
校
と
な
る
場
合
に
多
い
。
）
【
診
療
経
験
】
【
症
例
】
①
初
診
時
1
2
歳
、
男
児
、
A
S
D
。
中
学
入
学
後
、
学
業
面
で
困
難
を
感
じ
、
集
団
に
馴
染
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
中
１
の
５
月
頃
よ
り
朝
に
な
る
と
頭
痛
、
め
ま
い
、
動
悸
、
倦
怠
感
な
ど
を
訴
え
、
と
き
に
は
歩
行
困
難
の
た
め
学
校
を
休
み
が
ち
に
な
っ
た
。
そ
の
後
も
身
体
症
状
が
改
善
せ
ず
、
不
登
校
状
態
が
続
い
た
た
め
、
受
診
。
状
況
の
理
解
が
不
十
分
な
ま
ま
発
言
し
、
同
級
生
か
ら
冷
た
く
反
応
さ
れ
た
。
同
級
生
の
冗
談
を
理
解
で
き
ず
、
話
題
に
つ
い
て
い
け
な
い
。
学
校
の
課
題
に
興
味
が
持
て
ず
、
登
校
の
意
義
を
感
じ
な
い
。
体
育
祭
の
練
習
の
た
め
に
予
定
の
変
更
が
多
く
な
っ
た
頃
か
ら
登
校
が
つ
ら
く
な
っ
た
こ
と
に
気
付
く
。
【
家
族
ガ
イ
ダ
ン
ス
】
①
家
族
が
試
み
て
き
た
問
題
解
決
の
方
法
を
聴
取
。
②
子
ど
も
の
A
S
D
特
性
と
関
わ
り
方
に
つ
い
て
共
有
す
る
。
③
回
復
過
程
と
治
療
目
標
を
共
有
す
る
。
【
子
ど
も
へ
の
支
援
】
①
頑
張
れ
ば
で
き
そ
う
な
こ
と
に
少
し
ず
つ
取
り
組
む
こ
と
を
進
め
、
取
り
組
ん
で
み
た
こ
と
を
大
い
に
評
価
す
る
。
②
登
校
を
試
み
る
段
階
で
は
、
学
校
で
予
測
さ
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対
処
方
法
を
話
し
合
う
（
S
S
T
や
問
題
解
決
方
法
）
。
【
環
境
調
整
と
情
報
管
理
】
①
担
任
や
養
護
教
諭
と
の
連
携
（
再
登
校
や
教
室
以
外
の
居
場
所
の
確
保
等
）
。
②
家
族
と
学
校
の
情
報
共
有
。
【
診
察
の
要
点
】
①
受
診
動
機
や
受
診
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
聞
く
。
②
診
察
や
検
査
に
よ
っ
て
身
体
疾
患
を
除
外
す
る
。
③
診
察
と
検
査
結
果
を
伝
え
、
心
身
相
関
に
焦
点
づ
け
る
。
④
A
S
D
特
性
と
不
登
校
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
把
握
す
る
。
1
0
辻
井
（
2
0
1
4
）
生
涯
発
達
相
談
①
A
S
D
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
学
校
生
活
を
送
る
上
で
の
困
難
が
あ
る
（
例
え
ば
、
感
覚
過
敏
性
、
特
に
聴
覚
過
敏
に
よ
り
、
休
み
時
間
の
子
ど
も
た
ち
の
声
が
苦
痛
、
音
楽
の
歌
声
が
大
き
く
苦
痛
、
校
舎
内
の
厚
さ
へ
の
対
応
が
難
し
い
等
が
、
学
校
生
活
を
難
し
く
す
る
。
）
②
不
登
校
の
A
S
D
の
子
ど
も
で
は
、
元
々
あ
る
難
し
さ
に
加
え
て
、
不
安
障
害
や
強
迫
障
害
、
抑
う
つ
状
態
の
合
併
が
起
き
て
い
る
可
能
性
を
考
え
た
方
が
よ
い
場
合
が
多
い
。
③
A
D
H
D
が
併
存
す
る
場
合
は
、
授
業
中
の
集
中
が
難
し
く
、
多
く
の
叱
責
を
受
け
や
す
い
。
④
発
達
性
協
調
運
動
障
害
が
併
存
す
る
場
合
は
、
書
字
や
工
作
、
リ
コ
ー
ダ
ー
、
体
育
な
ど
が
う
ま
く
い
か
ず
、
学
校
で
困
る
。
⑤
刺
激
に
反
応
し
や
す
い
タ
イ
プ
の
場
合
、
不
登
校
状
況
に
な
り
そ
う
に
な
る
こ
と
は
稀
で
は
な
い
。
⑥
学
力
的
に
つ
い
て
い
け
な
い
場
合
、
不
登
校
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
。
【
相
談
支
援
経
験
】
①
子
ど
も
の
成
長
の
軸
に
沿
っ
て
、
子
ど
も
が
ど
う
い
う
困
っ
た
問
題
を
抱
え
て
成
長
し
て
き
た
か
を
、
真
摯
に
見
つ
め
、
丁
寧
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
。
②
再
登
校
が
速
や
か
に
可
能
な
場
合
と
、
か
な
り
時
間
が
か
か
る
場
合
と
が
あ
り
、
当
座
の
対
応
と
、
1
5
歳
（
中
学
卒
業
時
）
・
1
8
歳
（
高
校
卒
業
時
）
と
い
う
よ
う
な
大
き
な
年
齢
の
ス
パ
ン
で
、
ど
う
し
て
い
く
の
か
を
考
え
る
こ
と
も
重
要
。
【
大
規
模
縦
断
研
究
】
①
発
達
障
害
、
中
で
も
A
S
D
特
性
が
あ
る
こ
と
は
不
適
応
行
動
の
予
測
要
因
の
一
つ
。
特
に
抑
う
つ
状
態
を
引
き
起
こ
し
や
す
く
、
不
登
校
や
自
傷
行
動
、
い
じ
め
ら
れ
傾
向
な
ど
が
関
連
し
て
く
る
。
①
実
際
の
子
ど
も
に
と
っ
て
、
何
が
う
ま
く
い
か
な
い
の
か
、
子
ど
も
の
現
状
を
正
し
く
把
握
す
る
（
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
支
援
は
多
様
）
。
②
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
う
ま
く
い
く
コ
ツ
を
教
え
る
（
「
代
わ
り
に
」
ど
う
い
う
適
切
な
行
動
を
と
れ
ば
よ
い
の
か
を
教
え
る
）
。
③
「
で
き
る
こ
と
を
す
る
」
（
親
同
伴
登
校
、
別
室
学
習
、
夕
方
の
挨
拶
登
校
、
な
ど
。
）
④
学
力
的
に
年
齢
相
応
の
学
習
が
難
し
い
場
合
、
特
別
支
援
教
育
を
適
切
に
利
用
す
る
（
特
別
支
援
学
級
、
特
別
支
援
学
校
等
。
）
⑤
不
安
が
強
い
場
合
、
感
情
や
不
安
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
ス
キ
ル
を
教
え
る
。
⑥
専
門
家
と
し
て
は
、
併
存
障
害
へ
の
薬
物
療
法
と
の
調
整
、
必
要
な
場
合
の
短
期
入
院
治
療
の
可
能
性
の
検
討
、
併
存
す
る
不
安
障
害
や
不
安
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
仕
方
を
教
え
る
、
強
迫
症
状
に
関
す
る
認
知
行
動
的
な
対
応
を
教
え
る
、
被
害
的
迫
害
的
な
不
安
や
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
に
対
応
す
る
日
常
場
面
で
の
対
処
法
を
教
え
る
。
⑦
学
校
生
活
を
支
え
る
地
域
生
活
と
し
て
、
余
暇
支
援
が
重
要
。
①
不
登
校
の
子
ど
も
に
は
、
知
的
（
認
知
）
の
問
題
や
社
会
性
や
不
注
意
、
不
器
用
な
ど
の
発
達
障
害
特
性
か
ら
く
る
問
題
が
見
ら
れ
る
子
ど
も
が
多
く
を
占
め
る
。
②
学
校
生
活
の
中
で
一
つ
一
つ
が
で
き
て
い
る
こ
と
で
、
自
分
が
で
き
て
い
る
と
い
う
現
実
的
な
感
覚
を
育
て
て
い
く
、
楽
し
い
学
校
生
活
を
過
ご
し
て
い
く
こ
と
が
不
登
校
の
予
防
に
な
る
。
表
 
1
（
続
き
２
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解
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論
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概
要
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 ＃
著
者
(
発
表
年
)
職
A
S
D
特
性
と
不
登
校
の
関
連
性
に
関
す
る
記
述
根
拠
推
奨
さ
れ
る
支
援
方
法
そ
の
他
1
1
山
本
（
2
0
1
4
）
発
達
障
害
者
支
援
①
A
S
D
特
性
が
あ
る
場
合
、
A
S
D
的
な
考
え
方
・
感
じ
方
・
行
動
パ
タ
ー
ン
と
周
囲
の
多
数
派
の
人
た
ち
の
そ
れ
ら
と
が
異
な
り
、
そ
の
こ
と
が
摩
擦
を
生
む
（
例
；
感
覚
過
敏
）
。
②
A
S
D
特
性
が
あ
る
場
合
、
社
会
参
加
や
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
移
行
が
困
難
に
な
る
場
合
が
あ
る
（
但
し
、
A
S
D
＝
社
会
参
加
や
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
移
行
の
失
敗
、
で
は
な
い
）
。
③
A
S
D
特
性
を
も
つ
子
ど
も
の
家
族
（
特
に
母
親
）
の
自
己
肯
定
感
の
低
さ
が
、
本
人
の
不
登
校
/
社
会
的
ひ
き
こ
も
り
の
維
持
要
因
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
【
先
行
研
究
】
①
近
藤
・
小
林
（
2
0
0
8
）
【
支
援
経
験
・
後
方
視
的
研
究
】
①
山
本
・
室
橋
（
2
0
1
4
）
:
２
年
間
に
相
談
機
関
を
引
き
こ
も
り
を
主
訴
に
家
族
が
来
談
し
た
小
学
校
中
学
年
以
上
の
3
0
人
に
対
し
、
C
R
A
F
T
と
危
機
介
入
を
組
み
合
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
た
結
果
、
本
人
が
来
談
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
1
0
人
、
日
中
活
動
に
所
属
す
る
よ
う
に
な
っ
た
８
人
、
を
検
討
精
神
科
入
院
中
（
又
は
入
院
待
ち
）
が
３
人
と
、
当
初
2
1
人
が
支
援
を
拒
否
し
て
い
た
状
況
が
大
き
く
変
化
し
た
。
①
過
剰
な
辛
さ
の
た
め
に
一
度
社
会
か
ら
離
れ
て
閉
じ
こ
も
っ
て
い
る
本
人
と
本
人
の
こ
と
で
悩
む
家
族
に
対
し
て
、
ま
ず
は
家
族
支
援
を
行
う
こ
と
で
家
族
の
ス
ト
レ
ス
を
和
ら
げ
、
家
族
の
自
信
の
回
復
を
目
指
す
。
②
次
に
、
家
族
を
通
し
て
、
本
人
に
十
分
な
「
受
容
、
共
感
」
と
必
要
最
小
限
の
「
き
び
し
さ
」
を
与
え
る
。
③
本
人
が
閉
じ
こ
も
り
か
ら
出
て
き
て
く
れ
た
後
に
は
、
本
人
が
過
剰
な
辛
さ
を
味
わ
わ
な
く
て
す
む
よ
う
、
本
人
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
と
も
に
、
環
境
に
も
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
。
④
上
記
の
支
援
を
す
べ
て
包
括
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
が
、
C
R
A
F
T
（
C
o
m
m
u
n
i
t
y
 
R
e
i
n
f
o
r
c
e
m
e
n
t
 
a
n
d
 
F
a
m
i
l
y
T
r
a
i
n
i
n
g
）
。
⑤
C
R
A
F
T
に
A
S
D
特
性
と
危
機
介
入
を
組
み
合
わ
せ
て
、
ア
レ
ン
ジ
す
る
。
【
C
R
A
F
T
】
も
と
も
と
は
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
な
ど
の
物
質
依
存
状
態
で
あ
り
な
が
ら
治
療
を
拒
否
し
て
い
る
本
人
と
、
治
療
を
拒
否
し
て
い
る
本
人
に
悩
む
家
族
の
た
め
に
開
発
さ
れ
た
包
括
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
C
R
A
F
T
の
構
成
要
素
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
①
家
族
な
ど
の
動
機
づ
け
の
強
化
と
維
持
。
②
問
題
行
動
の
機
能
分
析
。
③
家
庭
内
暴
力
の
予
防
。
④
家
族
等
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル
の
改
善
。
⑤
し
ら
ふ
の
行
動
へ
の
正
の
強
化
。
⑥
マ
イ
ナ
ス
の
結
果
の
使
用
。
⑦
家
族
等
が
自
身
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
支
援
。
⑧
治
療
を
開
始
す
る
よ
う
本
人
を
誘
導
す
る
。
1
2
横
山
（
2
0
1
5
）
医
師
①
A
S
D
児
は
そ
の
障
害
特
性
の
た
め
に
、
小
学
校
の
高
学
年
か
ら
中
学
校
に
か
け
て
の
環
境
の
変
化
に
う
ま
く
適
応
で
き
ず
、
否
定
的
体
験
を
積
み
重
ね
、
不
登
校
な
ど
の
二
次
的
障
害
を
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
②
A
S
D
特
性
（
柔
軟
性
の
乏
し
さ
、
状
況
を
理
解
す
る
の
が
苦
手
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
、
感
覚
の
過
敏
性
、
社
会
的
ス
キ
ル
の
拙
さ
、
な
ど
）
、
及
び
環
境
要
因
（
学
校
環
境
や
養
育
環
境
の
変
化
、
周
囲
が
本
人
の
特
性
を
理
解
し
な
い
）
こ
と
に
よ
り
学
校
で
の
体
験
（
同
世
代
集
団
で
の
拒
絶
や
孤
独
の
体
験
、
否
定
的
体
験
の
累
積
）
が
重
な
る
こ
と
で
、
不
登
校
な
ど
の
二
次
障
害
が
生
じ
る
。
【
先
行
研
究
】
武
井
ら
（
2
0
1
0
）
他
多
数
。
【
症
例
】
①
1
5
歳
、
男
子
、
中
１
の
３
学
期
に
い
じ
め
に
あ
い
、
学
校
に
行
き
た
く
な
い
と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
。
中
２
の
夏
休
み
明
け
か
ら
下
痢
や
頭
痛
を
訴
え
、
学
校
を
休
む
よ
う
に
な
っ
た
。
高
校
入
学
後
は
３
日
間
し
か
登
校
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
ひ
き
こ
も
り
担
当
の
相
談
員
に
よ
る
家
庭
訪
問
や
メ
ン
タ
ル
フ
レ
ン
ド
の
家
庭
訪
問
な
ど
で
１
時
間
程
度
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
受
診
の
帰
り
に
本
屋
で
雑
誌
を
買
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
①
A
S
D
児
に
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
に
状
況
説
明
を
行
い
、
課
題
が
う
ま
く
い
っ
た
と
き
に
素
早
く
褒
め
て
「
自
己
効
力
感
」
を
高
め
る
。
―
1
3
岩
澤
杉
林
（
2
0
1
6
）
大
学
教
員
①
刺
激
や
情
報
が
多
す
ぎ
る
た
め
に
苦
痛
や
緊
張
を
強
い
ら
れ
た
教
室
（
学
校
）
と
い
う
環
境
や
い
じ
め
に
も
耐
え
、
集
団
に
適
応
し
た
結
果
、
心
身
と
も
に
疲
れ
果
て
て
不
登
校
に
至
っ
た
。
②
A
S
D
児
者
が
集
団
に
適
応
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
独
自
の
世
界
を
持
つ
少
数
派
で
あ
る
A
S
D
児
者
が
、
多
数
派
に
合
わ
せ
る
努
力
を
す
る
こ
と
、
感
じ
方
や
振
る
舞
い
が
周
り
と
は
ず
れ
て
し
ま
う
た
め
、
自
分
を
抑
え
込
ん
で
、
多
数
派
を
演
じ
る
こ
と
で
集
団
に
適
応
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
③
そ
れ
ら
は
、
本
来
の
自
分
で
は
な
い
た
め
に
う
ま
く
適
応
で
き
ず
、
う
ま
く
適
応
で
き
な
い
の
は
努
力
不
足
の
せ
い
だ
と
さ
ら
に
努
力
し
て
、
心
身
を
壊
す
か
自
分
が
ダ
メ
な
せ
い
だ
と
自
尊
心
を
低
下
さ
せ
て
し
ま
う
。
【
分
析
の
主
対
象
と
し
た
A
S
D
当
事
者
の
著
作
】
①
森
口
（
2
0
0
2
，
2
0
0
4
）
　
②
綾
屋
（
2
0
0
9
，
2
0
1
0
，
2
0
1
1
，
2
0
1
3
）
【
そ
の
他
の
A
S
D
当
事
者
の
著
作
】
①
藤
家
（
2
0
0
4
）
　
②
片
岡
（
2
0
1
0
，
2
0
1
3
，
2
0
1
4
）
　
③
高
森
（
2
0
0
7
）
　
④
村
上
（
2
0
1
2
）
【
A
S
D
不
登
校
児
者
の
居
場
所
作
り
】
①
ひ
き
こ
も
り
に
な
ら
な
い
よ
う
社
会
と
つ
な
が
る
た
め
の
家
庭
以
外
の
場
所
で
、
ど
う
し
て
も
学
校
に
通
え
な
い
A
S
D
児
者
が
生
活
リ
ズ
ム
を
崩
さ
な
い
た
め
に
、
定
期
的
に
通
え
る
学
校
以
外
の
場
所
。
②
そ
の
場
所
に
放
置
さ
れ
る
こ
と
な
く
自
分
の
特
性
に
合
っ
た
教
育
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
、
過
度
の
不
安
や
緊
張
を
感
じ
る
こ
と
な
く
安
心
し
て
過
ご
せ
る
こ
と
、
低
下
し
た
自
尊
心
・
自
己
肯
定
感
が
高
め
ら
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
①
A
S
D
児
者
に
と
っ
て
安
全
で
安
心
で
き
る
学
校
に
す
る
た
め
の
環
境
づ
く
り
（
で
き
る
だ
け
小
規
模
の
学
校
で
少
人
数
学
級
で
あ
る
こ
と
、
教
師
が
多
様
性
を
受
け
入
れ
る
こ
と
、
多
様
性
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
）
。
②
学
校
（
社
会
）
を
A
S
D
に
も
優
し
い
も
の
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
学
校
関
係
者
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
専
門
家
や
住
民
を
含
め
た
地
域
全
体
で
特
別
支
援
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
1
4
関
（
2
0
1
6
）
医
師
①
通
常
学
級
で
授
業
を
受
け
る
場
合
、
定
型
発
達
の
児
童
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
、
周
囲
か
ら
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
非
常
に
強
く
な
り
、
い
じ
め
に
あ
う
リ
ス
ク
も
高
く
な
り
や
す
い
。
そ
の
結
果
、
教
室
で
の
居
場
所
が
な
く
な
る
。
②
合
理
的
配
慮
が
な
さ
れ
な
い
と
、
い
じ
め
が
生
じ
や
す
い
。
.
【
症
例
】
①
初
診
時
９
歳
、
男
児
、
自
閉
症
。
小
３
よ
り
担
任
が
か
わ
り
「
通
常
学
級
に
い
る
な
ら
み
ん
な
と
同
じ
配
慮
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
そ
れ
ま
で
の
配
慮
が
少
な
く
な
り
、
担
任
か
ら
の
叱
責
が
増
え
た
。
本
児
は
空
想
に
没
頭
す
る
こ
と
が
増
え
、
他
児
か
ら
の
注
意
が
増
え
た
。
ク
ラ
ス
で
の
孤
立
が
深
ま
り
、
い
じ
め
も
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
学
校
に
行
け
な
く
な
っ
た
。
受
診
後
、
小
４
か
ら
は
特
別
支
援
学
級
で
過
ご
す
こ
と
と
し
た
が
、
学
校
は
行
っ
た
り
行
か
な
か
っ
た
り
。
自
宅
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
他
者
と
の
交
流
が
増
加
。
中
学
校
で
は
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
に
入
り
、
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
技
量
向
上
に
努
め
、
他
児
か
ら
も
一
目
置
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
登
校
が
継
続
。
①
い
じ
め
へ
の
対
応
や
特
別
支
援
学
級
へ
の
入
級
な
ど
に
よ
り
、
「
嫌
な
こ
と
」
を
減
ら
す
。
②
本
人
に
と
っ
て
「
楽
し
い
居
場
所
」
を
作
る
。
①
不
登
校
と
な
っ
た
A
S
D
児
に
と
っ
て
学
校
に
行
く
こ
と
は
決
し
て
当
た
り
前
の
こ
と
で
は
な
い
。
②
A
S
D
児
自
身
が
「
楽
し
い
」
と
思
え
る
居
場
所
つ
く
り
が
大
切
。
 
各
分
析
項
目
の
記
述
は
各
論
文
の
該
当
箇
所
を
抜
粋
ま
た
は
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
―
」
は
特
別
な
記
載
な
し
。
杉
山
（
2
0
1
0
）
に
は
他
に
３
症
例
あ
っ
た
が
、
い
じ
め
の
症
例
だ
っ
た
た
め
こ
の
表
に
は
記
載
し
な
か
っ
た
。
注
：
表
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関
す
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